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 弊社は農薬を中心とするお取引をしていただいいる農家の皆様のおかげで５０周年を迎えること

ができました。厚くお礼申し上げますとともに、今後とも皆様から頼りにされる営業活動を展開し

ていきたいと考えているところです。本業である農薬については、減反政策や減農薬技術の進展、

さらには農地の絶対量の減少等々の影響で年々減少しておりますが、幸いなことに近年は肥料・ハ

ウス資材・種子といった農業関連商品もお買い上げいただけるようになったおかげで今日に至るこ

とができたものと思っております。 

今回は、弊社の緑化部の仕事としてお世話になっているゴルフ場業界につきご紹介させていただ

きます。 
  
 

＜ゴルフ場数と利用者数の変遷＜ゴルフ場数と利用者数の変遷＜ゴルフ場数と利用者数の変遷＜ゴルフ場数と利用者数の変遷＞＞＞＞    

    

 全国におけるゴルフ場数、利用者数、コース当たり利用人数および一人当たり利用税の変遷は下

の表のとおりとなっています。 

コース数は昭和３０年代初めに１００強程度だったものが徐々に増加し４０代半ばから５０年代

半ばにかけて第１回目のピークを迎えほぼ１，４００に達しています（次ページへ続く）。     

           （出典；一般社団法人 日本ゴルフ場事業協会） 

                       
 

 

＜日本における蜜蜂への被害対策＜日本における蜜蜂への被害対策＜日本における蜜蜂への被害対策＜日本における蜜蜂への被害対策＞＞＞＞    

  

  年 ゴルフ場コース数 利用者数（千人） コース当り利用（人） １人当り利用税（円） 

昭和３３年 １１７ ２，４７２ ２１，１２８ ２０７ 

昭和３８年 ３３６ ８，７２３ ２５，９６１ ３７１ 

昭和４３年 ５２８ １６，１５０ ３０，５８７ ５９２ 

昭和４８年 ７７３ ３３，６５４ ４３，５３７ ７４１ 

昭和５３年 １，３７１ ４７，８７７ ３４，９２１ １，０２６ 

昭和５８年 １，４３８ ６３，４５２ ４４，１０８ １，１４４ 

昭和６３年 １，６４０ ８２，１８５ ５０，１１３ １，２２８ 

平成 ４年 ２，０２８ １０２，３２５ ５０，４５６ １，０１２ 

平成 ９年 ２，３７０ １００，５２９ ４２，４１７ ９７８ 

平成１４年 ２，４６０ ８８，４０９ ３５，９３９ ８４８ 

平成１９年 ２，４４２ ８９，０２０ ３６，４５４ ７４４ 

平成２４年 ２，４０５ ８６，７４５ ３６，０６９ ６８４ 

 

山山山山山山山山山山山山正正正正正正正正正正正正ニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーースススススススススススス            
２０１４年３月号（通巻５８２０１４年３月号（通巻５８２０１４年３月号（通巻５８２０１４年３月号（通巻５８号）号）号）号）    

株式会社　山　正株式会社　山　正株式会社　山　正株式会社　山　正

本社・緑化部　岐阜市市橋4-5-15　　　Tel　<058>271-4468本社・緑化部　岐阜市市橋4-5-15　　　Tel　<058>271-4468本社・緑化部　岐阜市市橋4-5-15　　　Tel　<058>271-4468本社・緑化部　岐阜市市橋4-5-15　　　Tel　<058>271-4468

岐阜営業所 　 岐阜市市橋4-5-15　　  Tel　<058>271-4466岐阜営業所 　 岐阜市市橋4-5-15　　  Tel　<058>271-4466岐阜営業所 　 岐阜市市橋4-5-15　　  Tel　<058>271-4466岐阜営業所 　 岐阜市市橋4-5-15　　  Tel　<058>271-4466

可児営業所  　可児市川合塚越345-1　 Tel　<0574>62-5228可児営業所  　可児市川合塚越345-1　 Tel　<0574>62-5228可児営業所  　可児市川合塚越345-1　 Tel　<0574>62-5228可児営業所  　可児市川合塚越345-1　 Tel　<0574>62-5228

富山営業所  　富山県射水市大江207-1 Tel　<0766>55-3882富山営業所  　富山県射水市大江207-1 Tel　<0766>55-3882富山営業所  　富山県射水市大江207-1 Tel　<0766>55-3882富山営業所  　富山県射水市大江207-1 Tel　<0766>55-3882

飛騨営業所  　高山国府町857-2　　　 Tel　<0577>72-4466飛騨営業所  　高山国府町857-2　　　 Tel　<0577>72-4466飛騨営業所  　高山国府町857-2　　　 Tel　<0577>72-4466飛騨営業所  　高山国府町857-2　　　 Tel　<0577>72-4466

株式株式株式株式会社山正は、農薬・肥料・園芸ハウス・農業資材等の販売や、会社山正は、農薬・肥料・園芸ハウス・農業資材等の販売や、会社山正は、農薬・肥料・園芸ハウス・農業資材等の販売や、会社山正は、農薬・肥料・園芸ハウス・農業資材等の販売や、
それそれそれそれに伴う農地・緑地・街路樹等のメンテナンス業務を通じ、に伴う農地・緑地・街路樹等のメンテナンス業務を通じ、に伴う農地・緑地・街路樹等のメンテナンス業務を通じ、に伴う農地・緑地・街路樹等のメンテナンス業務を通じ、

地域農業や地域の環境緑地化への貢献を目指しています。地域農業や地域の環境緑地化への貢献を目指しています。地域農業や地域の環境緑地化への貢献を目指しています。地域農業や地域の環境緑地化への貢献を目指しています。

§1 ゴルフ人口の減少で厳しさを増す経営環境§1 ゴルフ人口の減少で厳しさを増す経営環境§1 ゴルフ人口の減少で厳しさを増す経営環境§1 ゴルフ人口の減少で厳しさを増す経営環境
　  ～一方でゴルフ場の法的整理は１６年ぶりの低水準に、　  ～一方でゴルフ場の法的整理は１６年ぶりの低水準に、　  ～一方でゴルフ場の法的整理は１６年ぶりの低水準に、　  ～一方でゴルフ場の法的整理は１６年ぶりの低水準に、

　　　　　　　生き残りをかけた経営改善の動きも加速　　　　　　　生き残りをかけた経営改善の動きも加速　　　　　　　生き残りをかけた経営改善の動きも加速　　　　　　　生き残りをかけた経営改善の動きも加速！！！！！！！！～～～～
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 コース数は、その後昭和６０年代後半から再び増加に転じ平成９年頃に第２回目のピークを迎え、

一回目のピークに比べ、ほぼ１，０００コースの増の２，４００程度となっています。 

 一方、利用者数は平成の初めに一億人に達し平成９年頃までは一億人を維持していたものの、現

在は９千万人弱で推移しています。また１コース当たり利用者数は昭和６３年～平成４年の５万人

台をピークに現在は３万５千人前後で推移しており、ピーク時の約７０％にとどまっています。ま

た、一人当たり利用税は昭和６３年の1,228円をピークに、現在は700円弱で推移し、お客様の単

価についても約６０％ぐらいまで落ち込んでいます。  

 以上のように、利用者がピークを過ぎてからもコース数を増加することによって全体の利用者数

の減少を１０％程度にとどめているものの、１コース当たり利用者が３割減り、客単価も４割下が

るという厳しい実態になっていることがうかがえます。 

 

＜ゴルフ場の法的整理状況＜ゴルフ場の法的整理状況＜ゴルフ場の法的整理状況＜ゴルフ場の法的整理状況＞＞＞＞    

    

図１には平成３年から現在に至るまでの間に経営交代があったゴルフコースの変遷を示しました。

また図２は同じ期間における法的整理件数・負債総額の推移を示したものです。これらの図からう

かがえるのは、利用者数の減少や客単価の低下による収入減を反映して２０００年（平成１２年）

頃から経営交代するゴルフ場や法的整理を行うゴルフ場が急激に増加し、平成１５年にはピークに

達しています。その後平成２１年頃まで徐々に減少し現在は大手企業の法的整理が一巡したことに

より、やや落ち着きを取り戻しているといわれています。しかし、法的整理が低い水準にとどまっ

ているのは経営交代によるスリム化を図るとともに、コース数を減少させずにメガソーラーなどの

特別事業に転用するなど、法的整理をせずにゴルフ場を廃業、閉鎖する動きが相次いだことによる

ものとされ、必ずしも経営環境が好転したものとはいえないとされております（月刊ゴルフマネジ

メント２０１４年３月号による）。 

いずれにしても、ゴルフ場の経営者の皆様は、経営のスリム化を図りながら生き残りをかけて低

価格でより良い商品（サービス・美しいコース）の提供を目指して日々努力を重ねておられること

から、弊社としても今後とも可能な限りのご相談に応じてまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               
                                                                                                           

  
                                      

§１　ゴルフ人口の減少で厳しさを増す経営環境
　　～一方でゴルフ場の法的整理は１６年ぶりの低水準、

　　　　　　　　　　経営改善の動きも加速！！～　　（木野村緑化部長・名畑技術顧問）・・・１～２ページ

（（（（月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３））））    
（（（（月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３月刊ゴルフマネジメント２０１４・３））））    


